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一般演題　L 内分泌（甲状腺以外）・代謝

　184．副腎スキャン剤i311・19・Cholesterolに

　　　　よる原発性アルドステロン症の腺腫の局

　　　　在診断
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　〔目的〕原発性アルドステロン症10例（右副腎腺腫7

例，左副腎腺腫3例）に対して13il・cholestero1にょる

副腎スキャンを行なった．

　〔方法〕i3il・19’Cholesterolを体重50　kg当り　1．O

mCiつづ肘静脈より注射して，8日目にスキャンを行

なった．

　〔結果〕　右副腎腺腫7例中6例で明瞭な腫蕩像を得，

偽陽性像は1例も認めなかった．

　左副腎腺腫例3例では明らかな腫瘍像が得られなかっ

た．腫瘍像が得られた症例の腺腫の大きさは，直径1．O

cm以上であった．陰性を示した右副腎腺腫例1例の腺

腫の大きさは，1．0×O．　8×O．・7・cmであった．手術で左

副腎腺腫を認めた3例の腺腫の大きさは，2例で1．Ocm

以上，1例で1．Ocm以下であった．腺腫未摘出例の2

例は，気後腹膜造影法，および副腎静脈撮影法にて左副

腎腺腫と診断されたが，手術により左副腎に腫瘍を発見

出来なかった．その後副腎静脈血アルドステロン測定，

および副腎スキャンの結果より，右副腎腺腫と診断され

た例である．

　本法による副腎腫瘍像の陽性例と陰性例とでは，末梢

血中アルドステロン含量，およびアルドステロン分泌量

に差を認めなかった．

　本法と他の部位診断法とを比較してみると，気後腹膜

造影法では，10例申5例で陽性像を得たが，1例では偽

陽性像を示した．副腎静脈撮影では，9例中3例で陽性

像を得たが，カテ・・一テルの挿入不能例が1例あり，しか

も造影を行なった8例のうち5例に副腎出血の合併症を

認めた．副腎静脈血アルドステロン測定は，正しく採血

されれば全例で確実な診断を下せた．しかしいずれの方

法も本法に比べて患者に対する侵襲がつよく，高度の技

術と経験を要した．

　〔老按ならびに結論〕原発性アルドステロン症の腺腫

の局在診断，および特発性アルドステロン症の鑑別診断

に有用であり，偽陽性がなく，容易に実施出来る価値の

高い検査法である．
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　近年副腎スキャンが開発され，機能と形態の加味した

優れた検査法として，本邦でも二三の報告がみられるよ

うになった．我々も第一回関東地方会で6例の臨床経験

を報告したが，更に症例を追加し若干の基礎的検討を加

えて報告する．

　症例は一側の腺腫2例，過形成2例，一側の石灰化症

1例，正常例3例の合計8例である．いずれも甲状腺ブ

ロックを行なった後，i3il－19－iOdocholesterol　1．5～2．　O

mCiを一回静注し，7日後にスキャンを行なった．な

お初期には5～8日目に行なった例もある．使用装置

は，5インチ対向日立全身スキャナーを用い，加算方式

で行なった．注射時の副作用は，正常例の1例のみ悪心

を来したが，特に処置せず軽快した．

　陽性像を呈した症例は8例中6例である．以下その症

例を示す．腺腫の2例は，それぞれ1才7ケ月男子（主

訴；顔面発疹）と39才女子（主訴；高血圧症）で，いず

れも内分泌学的検査およびIVPなどで本疾患が疑わ

れ，副腎静脈造影でほぼ診断を確定し，手術で組織診断

も行なった例である．スキャンでは2例とも患側に著明

の集積を認めた．

　一側の石灰化症は57才女子（主訴；心窩部不快感）で

消化管診断時に石灰化像を認め副腎静脈撮影などで石灰

化像は副腎であることをたしかめた，内分泌検査は異常

なく，手術時の診断は両側副腎は正常，ただ石灰化部は

癒着強度であった．組織は検査中である．この石灰化症

を含めその他，左側過形成の1例（58才女子）および正

常例の2例（42才男子，38才女子）に両側陽性像を認め

た．

　以上より少なくとも皮質腺腫では，患側に著明な，ほ

ぼ腺腫の大きさに一致した集積を認める，これは手術側

の決定，本疾患の診断に極めて有用である．また1311・

19．iOdocholesterolの体内動態を1251・DDD　と比較し，

マゥス全身autorad　iographyで検討中で，これも報告

に加える予定である．

Presented by Medical*Online


	0341



